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SBDL 運営に関する共通理解（通知） 
 
 
 

 ⼀般社団法⼈埼⽟県バスケットボール協会（以下「SBA」という。）所属チーム関係者の皆様⽅におかれ
ましては、⽇頃より本協会へのご理解とご協⼒をいただき誠にありがとうございます。 

さて、埼⽟バスケットボールデベロップメントリーグ（以下「SBDL」という。）の運営に関して、共通
理解事項としてお知らせいたします。⼤会運営に関して、要項と同様の扱いとなる⼤事な内容です。よろ
しくお願いいたします。 

 
 

記 
 
 

1. ⼤会の公式戦は、原則４チーム以上開催であることについて 
(1) 要項に記載のとおり、⼤会の公式戦は、原則４チーム以上開催を基本としています。例⽰では、

４チームで１⽇１ゲーム開催を推奨しています。 
(2) どうしても１⽇１ゲームで開催できない場合には、１⽇２試合までの開催は不可ではないこと

を⽰しています。 
 

 
 
 
 
  

 要項 
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2. ワンマッチゲームについて 
(1) ４チーム以上開催原則の理由から、当該対戦チーム同⼠（ワンマッチゲーム）だけのゲーム設

定は基本的に⾏いません。 
(2) どうしてもワンマッチゲームになる場合には、要項に記載の通り、期⽇までに全ての⼿続きを

完了した場合にのみ認められます。 
 
 

 
(3) ワンマッチゲームは、コロナ禍における対応策として打ち出された対応策であり、本来、⼤会

の公式戦としては、当該対戦チーム同⼠のみでは成⽴しません。要項に記載の通り、ワンマッ
チゲームを実施するとなると、他の⼤会関係者に多くの迷惑がかかってしまいます。このため、
あくまでも、⽇程調整がどうしても成⽴しない場合の特別な措置となります。 

(4) 要項に記載の通り、チーム代表者が⽴ち会えない場合には、公式戦として認められません。 
(5) 要項に記載の通り、都合の「◯」が少なく⽇程が組めない場合には、参加割合のパーセンテー

ジの低いチームが不戦敗となります 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(6) 試合を調整する際には、ワンマッチのゲームを設定するのではなく、都合「◯」を増やすよう
努⼒したり、会場確保に努めたりするなどして、【４チーム以上での⼤会開催】という原則に則
り⼤会を設計することが求められています。 
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⼀般社団法⼈埼⽟県バスケットボール協会 U15 カテゴリー  

3. 万が⼀、ワンマッチゲームを設定する場合について 
(1) 参加割合のパーセンテージの⾼い対戦相⼿の承諾が得られる必要があります。 
(2) 要項に記載の通り、リーグ内のチーム代表者（第三者）の⽴ち会いが必要です。「リーグ内の

チーム代表者（第三者）」とは、当該対戦チームが在籍する poolに参加している各チーム（ユ
ニット）のプログラムに掲載されたヘッドコーチです。 

(3) この代表者は、⾃チームの試合がないにも関わらず「⽴ち会い役員」として派遣されることに
なります。この際、対戦する２チームは、「⽴ち会い役員」に対する「役員旅費⽇当」（⽇当 1500
円プラス⾃宅最寄駅から会場最寄駅の往復鉄道代⾦で計算した交通費）を折半して、準備して
ください。 

(4) ワンマッチゲームは特別な措置であるため、実施報告をあげてください。 
① 実施報告書は、運営委員が作成してください 
② 実施報告書には、試合開始前に、対戦するチームヘッドコーチ（２名）、「⽴ち会い役員」

が、それぞれサインをしてください。サインがない場合には試合は不成⽴とし、両チーム
0-0で没収試合とします。 

③ 実施報告書は、試合終了後、運営委員が公式 LINE を通じて本部会へ提出してください。 
④ 「⽴ち会い役員」が誰か不明なケースが多いため、必ず上記⼿順を⾏なってください。 

(5) 審判 
① リーグ戦、トーナメント戦にかかわらず、どの公式戦においても、試合を担当する審判員

を、対戦チームが準備することはありません。 
② 審判は、「⽴ち会い役員」が 2名分の審判員を準備してください。 
③ 審判員 2名に対する「役員旅費⽇当」については、対戦チームが準備してください。 

(6) TO 
① 対戦するユニット以外の選⼿または⼤⼈で担当してください（対戦するユニット以外であ

れば、 JBA登録が同チームであっても可とします） 
② 対戦するユニットの控え選⼿が担当することは不可です 

 
 

4. 他プールと同会場開催のケースについて 
(1) 他プールと同会場開催で、⼤会役員（各チームヘッドコーチ）が、対戦チーム以外に会場にい

る場合には、ワンマッチゲームではありません。通常の公式戦です。 
 
 
5. ３チーム開催の場合について 

(1) 要項に記載のとおり、⼤会の公式戦は、原則４チーム以上開催を基本としています。 
(2) ３チーム開催では、⽴ち会い役員（第三者）は存在しているため、公式戦が成⽴します。 
(3) １つのチームが１⽇２試合を⾏うことになります。審判は、ワンマッチゲームと同様、試合を

担当する審判員を、当該対戦チームが準備することはありません。 
(4) 審判は、「対戦チーム以外のチーム代表者」が、責任を持って審判員 2名を準備してください。 
(5) 審判員 2名に対する「役員旅費⽇当」については、対戦チームが準備してください。 
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6. 留意事項 
(1) 上記の通り、対戦チーム同⼠だけのワンマッチ設定は、周囲のチームや役員などに多⼤な負担、

ご迷惑をおかけします。ワンマッチ設定は、あくまでもコロナ禍における対応であったことを
ご確認くさい。リーグ戦は、公式な⼤会であり、練習試合ではありません。公式戦として成⽴
させるために、「⽴ち会い役員」や審判や TOの正しい準備が必要です。 

(2) 「⽴ち会い役員」は、リーグ内チーム代表者「プログラム掲載されたヘッドコーチ」です。 
(3) 県協会への質問やご意⾒では、「公式戦にも関わらず、対戦チーム⾃⾝が⾃分達の試合の審判を

準備し、試合を優位に働かせているのではないか」というものがありました。⾃チームの帯同
審判員や、チーム関係者が審判を担当することは当然あってはいけません。 

(4) 上記のすべての条件を満たした上で、「運営役員」が承認した場合には、ワンマッチゲームまた
は３チーム開催を公式戦として成⽴することが認められます。 
 
 

7. ⽇程調整について 
(1) 要項記載の通り 12/17（⽕）の時点で調整は終了とします。 
(2) 万が⼀、⽇程調整が完了できなかった際は、不戦敗処理となります。運営委員は、要項 22-(5)

に従い、この結果について、星取表に 20-0の結果を⼊⼒するとともに、12/18（⽔）23:59 ま
でに公式ラインでU15 部会へ報告してください。 

 
 
  

 要項 
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(3) 試合キャンセルについては、要項 22-(6)を再度確認し、順守してください。 
(4) 万が⼀試合キャンセルが発⽣した場合は、要項 22-(6)に従って試合結果の処理をしてください。 
(5) 運営委員は、リーグ期間中に試合キャンセルが発⽣した場合、不戦敗処理が発⽣した場合に

は、公式ラインで U15 部会へ報告してください。（特別な事情を除き、埼⽟県バスケットボ
ール協会の公式戦の⽇程が変更になることは、原則認められません） 

 

 
 
8. 問い合わせについて 

(1) SBA U15 部会が運営する事業についての問い合わせ先は、公式 LINEのみです。 
(2) 競技役員など、個⼈宛の連絡が後を⽴ちません。本協会では、個⼈での回答はしておりません。 

必ず、組織で検討し、確認の上で返信をさせていただいております。個⼈的なお知り合いであ 
るとしても、SBA U15 部会が運営する事業についての個⼈宛のお問合
せはご遠慮ください。必ず公式 LINE で部会にお問い合わせください。 
 

(3) U15 部会公式 LINE ▶ https://lin.ee/cw7mSnW 
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